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3　　口絵

浄福寺城と西川古柳座付近の景観　　右側奥に西川古柳座がある。平成21（2009）年1月12日撮影

西川古柳座外観　左よりカシラ部屋、稽古場、衣裳部屋
平成28（2016）年12月2日撮影

西川古柳座稽古場入口外観
公演時に幟を立てている様子。稽古場の舞台では公演も行われる。
平成30（2018）年8月25日、西川古柳座集大成シリーズ



口絵　　4

稽古場での練習風景
五代目西川古柳（手前）
が若手の座員への指導を
行っている様子。

カシラ部屋収蔵手足
棚の中に吊るされて保管されている。

人形衣裳調査
衣裳付けの様子。公演に合わせて五代目西川古柳
が衣裳付けをし、人形を拵える。

カシラ部屋収蔵のカシラ
専用の棚に収められている。



5　　口絵

横浜会館で行われた公演
公演記録には、演目が三番叟、演者には
瀬沼時太郎、吉田冠十郎他が出演したと
されている。
昭和5（1930）年3月8日撮影

二代目西川古柳時代の集合写真
右より、下田喜一、丹沢彦太郎、河合幸三郎、
丹沢秀、吉田冠十郎、瀬沼時太郎（二代目
西川古柳）、瀬沼周助（三代目西川古柳）

人形手入れの様子
写真人物は三代目西川古柳。
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第一回文化財指定記念公演
昭和31年に八王子市の文化財指定を受けて
の公演。
昭和31（1956）年撮影

パレードの様子
「祝　市制施行五十周年」と書かれた幕が巻
かれている（左端が四代目西川古柳）。この
前後にも他のパレードの自動車が続いている。
昭和42（1967）年撮影

稽古場の杮落とし
現在の西川古柳座稽古場の杮落としの様子。
三番叟他、公演も行われた。左から五代目西
川古柳、四代目西川古柳、五代目西川柳時。
昭和60（1985）年10月12日撮影



7　　口絵

「釣女」の一場面
太郎冠者（左　人形遣い　西川柳時）は釣り上げた醜女(し
こめ)（右　人形遣い　西川柳澄之）から逃げようとするが。
平成29（2017）年5月14日いちょうホール　保戸塚時久撮影

「伊
だてむすめこいのひがのこ

達娘恋緋鹿子　火の見櫓の段」の一場面
お七は吉三郎のため、火刑覚悟で半鐘を打ち鳴らす決心をする。（人形遣い　五代目西川古柳）
平成29（2017）年5月14日いちょうホール　保戸塚時久撮影

人形内部の様子と構え方
右手で人形の右手、左手で首（かしら）と人形左手、両足で人
形足を支えることで、一人で遣うことのできる構造となっている。
人形遣いは五代目西川古柳。
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襲名披露公演の練習
右より、西川柳里美、西川柳翔、五代目西川柳玉、西川柳香。平成30（2018）年11月25日撮影

小学校のアウトリーチ授業の様子
五代目西川古柳と座員が学校を訪問
する場合が多いが、稽古場に隣接す
る恩方第一小学校の授業は、稽古場
で行われた。児童は実際に車人形の
体験も行う。

講座の指導風景
生徒に指導を行っている。講座の最後
には発表会が行われる。
保戸塚時久撮影



9　　口絵

「第16回八王子車人形と民俗芸能の公演」於オリンパスホール
東海道中膝栗毛　平成30年（2018）年11月11日撮影

子 供 親 父 弥 次 さ ん 喜 多 さ ん
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八王子市内における西川古柳座の位置

車人形分布図
原図『八王子車人形』（はちおうじ車人形研究会）

車人形の所在地
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飯能市に昭和40（1965）年に建てられた石
碑である。令和元（2019）年8月12日撮影

八王子市

下恩方町

西川古柳座



11　　はじめに

は
じ
め
に

民
俗
文
化
財
と
は
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
、
民
俗
技
術
な
ど
人
々
が
日
常
生
活
の
中
で
生
み
出
し
、
継
承
し
て
き
た
有
形
・
無
形
の
伝
承
で

人
々
の
生
活
の
推
移
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
長
年
、
人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
継
承
さ
れ
て
き
た
尊
い
も
の
で
す
。

車
人
形
は
ろ
く
ろ
車
を
使
っ
た
人
形
遣
い
が
特
徴
的
で
、
現
在
の
埼
玉
県
飯
能
市
に
生
ま
れ
た
初
代
西
川
古
柳
（
に
し
か
わ
こ
り
ゅ
う
）
に
よ
っ

て
、
江
戸
時
代
末
に
考
案
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
以
降
は
、
こ
こ
八
王
子
の
地
を
中
心
に
人
々
の
生
活
の
中
で
演
じ
親
し
ま
れ
、

今
日
で
は
八
王
子
を
拠
点
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
上
演
さ
れ
て
い
る
、
本
市
を
代
表
す
る
民
俗
文
化
財
の
一
つ
で
す
。

こ
の
車
人
形
を
、
本
市
で
は
、
昭
和
三
十
一（
一
九
五
六
）年
に
、
現
在
の
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
該
当
す
る
「
市
技
芸
」
の
第
一
号
に
指
定
し
、

市
の
指
定
文
化
財
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
十
七（
一
九
六
二
）年
三
月
三
十
一
日
に
は
東
京
都
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

そ
の
後
、
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
五
月
六
日
に
東
京
都
指
定
無
形
文
化
財
へ
の
種
別
・
名
称
の
変
更
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
に
は
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
国
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
、

次
世
代
へ
伝
承
す
る
べ
き
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
体
系
的
・
網
羅
的
な
調
査
・
研
究
は
行
わ
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
度
か
ら
調
査
事
業
に
着
手
し
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
か
ら
「
八
王
子
車
人
形
民
俗
文
化

財
調
査
（
祭
り
・
行
事
を
含
む
）
事
業
報
告
書
作
成
に
係
る
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、
座
長
の
人
形
浄
瑠
璃
を
専
門
と
す
る
昭
和
女
子
大
学
の

大
谷
津
早
苗
先
生
を
中
心
に
本
格
的
な
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
上
演
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
車
人
形
の
首か
し
らや

衣
裳
、

説
経
本
、
西
川
古
柳
座
所
蔵
資
料
な
ど
の
他
、
現
存
す
る
他
の
車
人
形
の
現
況
な
ど
に
つ
い
て
も
調
査
・
研
究
を
重
ね
、
民
俗
文
化
財
と
し
て

の
意
義
を
考
察
し
、
こ
こ
に
調
査
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

本
調
査
報
告
書
の
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
及
び
執
筆
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
大
谷
津
早
苗
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
先
生
方
、
文
化
庁
、

東
京
都
教
育
庁
の
担
当
者
の
皆
様
か
ら
多
く
の
御
指
導
・
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
五
代
目
家
元
の
西
川
古
柳
氏
を
は
じ
め
と
す
る
車

人
形
に
関
係
す
る
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
書
の
作
成
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
厚

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
書
に
よ
っ
て
多
く
の
方
々
に
八
王
子
車
人
形
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
郷
土
八
王
子
を
代
表
す
る
民

俗
文
化
財
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月

八
王
子
市
教
育
委
員
会　

教
育
長　

安
間 

英
潮
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年
史
料

第
三
章	

八
王
子
車
人
形
の
現
況
、
記
録

第
一
節　

八
王
子
車
人
形
の
操
法

第
二
節　

八
王
子
車
人
形
の
型

第
三
節　

実
際
の
公
演
に
見
る
芸
態

　
　
　
　
『
信
田
妻　

葛󠄀
の
葉　

二
度
の
子
別
れ
の
段
』
の
芸
態

第
四
節　

八
王
子
車
人
形
の
上
演
演
目

第
五
節　

八
王
子
車
人
形
の
舞
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・
公
演
場
所

第
六
節　

用
具
類　
　
　
　

一　

八
王
子
車
人
形
の
首

か
し
ら

二　

人
形
衣
裳

三　

西
川
古
柳
座
所
蔵
の
ろ
く
ろ
車
の
記
録

四　

大
道
具
・
小
道
具
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凡
　
例

· �

本
報
告
書
は
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
に
国
の
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
た
「
八
王

子
車
人
形
」
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
か
ら
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
度
に
実
施
し
た
調
査
結
果
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
調
査
及
び
報
告
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
庁
の
国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
・
活
用
事
業
費
補
助
金
を
活

用
し
た
。

· 

本
文
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
写
真
は
、
こ
と
わ
り
が
な
い
限
り
本
報
告
の
調
査
時
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

· 
資
料
写
真
の
一
部
は
㈱
タ
ケ
ミ
ア
ー
ト
フ
ォ
ト
、
㈱
堀
内
カ
ラ
ー
に
委
託
し
た
。

· �
八
王
子
車
人
形
の
保
持
者
で
あ
る
西
川
古
柳
座
の
家
元
西
川
古
柳
氏
に
つ
い
て
は
、
襲
名
制
で
あ
る
た
め
、
本
文
中
で
は
人
物

を
明
確
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
節
の
初
出
に
限
り
何
代
目
か
に
加
え
芸
名
（
本
名
）
で
表
記
し
た
。

· �

二
代
目
西
川
古
柳
（
瀬
沼
時
太
郎
）
に
つ
い
て
は
、
没
後
に
二
代
目
を
襲
名
し
た
た
め
存
命
中
は
正
確
に
は
二
代
目
西
川
古
柳
で

は
な
い
が
、
本
報
告
書
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
表
記
は
二
代
目
西
川
古
柳
（
瀬
沼
時
太
郎
）
で
統
一
し
た
。

· �

八
王
子
車
人
形
に
関
す
る
用
語
に
つ
い
て
、
表
記
の
仕
方
が
複
数
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
本
報
告
書
で
は
「
首か

し
ら」「
衣
裳
」

「
ろ
く
ろ
車
」「
説
経
節
」
と
統
一
の
表
記
と
し
た
。

· 

人
名
の
敬
称
は
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。

· �

本
文
中
は
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
を
原
則
と
し
て
用
い
た
。
た
だ
し
、
地
名
・
人
名
な
ど
の
固
有
名
詞
や
引
用
文
、
特
殊

な
学
術
用
語
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
な
お
読
み
に
く
い
と
思
わ
れ
る
語
句
に
つ
い
て
は
適
宜
読
み
仮
名
を

付
し
た
。

· �

図
、
写
真
、
表
に
つ
い
て
は
、
章
ご
と
に
章
番
号
と
通
し
番
号
を
枝
番
で
表
記
し
、
適
宜
本
文
中
の
対
応
個
所
に
【　

】
を
用
い
、

番
号
を
付
し
た
。
ま
た
本
文
・
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
中
に
は
出
典
情
報
を
記
載
し
た
。

· �

引
用
は
「　

」
内
に
記
述
す
る
か
、
長
文
に
お
よ
ぶ
場
合
に
は
、
本
文
よ
り
二
字
下
げ
に
し
て
記
述
し
た
。
出
典
元
は
引
用
の

直
後
に
［　

］
を
つ
け
て
記
載
し
た
。

· �

本
文
中
に
差
別
的
表
現
や
不
適
当
な
表
現
が
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
民
俗
を
記
録
す
る
立
場
と
し
て
そ
の
ま
ま
記
述
し
た
。

こ
れ
を
持
っ
て
差
別
を
助
長
さ
せ
る
こ
と
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。

· 

本
文
中
に
不
快
と
思
わ
れ
る
表
記
も
あ
る
が
、
報
告
書
と
い
う
性
格
か
ら
伝
承
を
尊
重
し
削
除
を
し
な
か
っ
た
。

· 

限
ら
れ
た
条
件
で
の
調
査
の
た
め
、
調
査
員
の
誤
認
や
誤
記
が
あ
れ
ば
お
詫
び
し
、
今
後
補
完
し
て
い
き
た
い
。

· �

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
庁
文
化
財
第
一
課
芸
能
部
門
文
化
財
調
査
官 

金
子 
健
氏
、
東
京
都
教
育
庁
地
域
教
育
支
援
部
管
理

課
文
化
財
調
査
担
当
課
長
代
理 

原 

眞
麻
子
氏
、
同
学
芸
員 

宮
前 

功
氏
に
御
指
導
い
た
だ
き
、
ま
た
五
代
目
西
川
古
柳
氏
を
は

じ
め
西
川
古
柳
座
の
座
員
の
方
々
な
ど
多
く
の
地
域
の
方
々
に
御
助
言
・
御
協
力
を
賜
っ
た
。


